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研究の概要
本研究は、ソーシャルメディアなどで投稿されるユーザー生成コン

テンツ（UGC）をトピックモデルと呼ばれる数理モデルで表現するこ
とを目的としています。これによって、音楽やファッション、テクノ
ロジーといったトピックが UGC にどの程度含まれているのか（トピッ
ク分布の推定）、そしてそのようなコンテンツの投稿がソーシャルメディ
ア上のネットワークを通じてどのように伝播していくのか（社会的影
響力の推定）を明らかにすることができます。Pinterest 画像データを
用いた実証分析では、提案モデルが従来のトピックモデルに比べて予
測精度とトピック解釈性の両方で優れていること、また、推定したトピッ
クごとに影響力の高いユーザーを特定することで、Seeded Marketing 
Campaigns（SMCs）の効率を改善することが示されました。

 ▍ 研究の背景と結果
ソーシャルメディアなどに投稿されるユーザー生成コンテンツ（UGC）

には、ユーザーの興味関心やアイデンティティ、行動様式など様々な
情報が含まれており、マーケターはこのデータを活用して市場トレン
ドを把握したり、時にトレンドへの介入を試みたりしています。しかし、
一口に UGC データの活用といってもいくつか障壁があり、テキストや
画像といったいわゆる非構造データを適切に扱う必要があること、コ
ンテンツには自分自身の心情だけでなく社会ネットワークを通した複
雑な影響が含まれていることといった課題があります。そこで本研究
では、トピックモデルと呼ばれる数理モデルに対して、社会ネットワー
クからの影響の存在とその影響がトピックごとに異なることを反映し
た拡張を行いました。これによって、非構造データで構成される UGC
に対して、どのようなトピックがどの程度含まれるのか（トピックの
推定）とそのトピックがネットワーク上でどのように伝播していくの
か（ 社 会 的 影 響 力 の 推 定 ）を 同 時 に 達 成 す る こ と が で き ま す。
Pinterest 画像データを用いた実証分析では、提案モデルが従来モデル
に比べて予測精度とトピック解釈性の両方で優れていることが示され
ました。これによって、マーケターは解釈性が担保されたモデルを用
いて、市場トレンドの把握や効率的な生産計画の策定が可能となります。
また、特定のユーザーに商品を送付するなどして口コミの投稿を促し、
市 場 全 体 の 関 心 を 集 め る こ と を 目 的 と す る Seeded Marketing 
Campaigns (SMCs) のシミュレーション実験では、提案手法が効率性
を高めるトピックもあることが示されました。SMCs の効率性を研究
する文脈では、伝統的にネットワーク上で多くのフォロワーを抱える
インフルエンサーが最適な投資対象とされており、実務的にもそのよ
うな方針でインフルエンサーマーケティングが行われる傾向にあるの
ですが、本研究のように社会的影響力がトピックごとに異なることを
加味してユーザーを選定することで、さらに効率性を向上できる可能
性があるという示唆を与えています。

 ▍ 研究の意義と将来展望
本研究の意義としては、解釈性を保った形での予測精度の向上によっ

て、アパレルなど製造業における市場トレンド把握や需要予測、効率
的な生産計画といった領域に寄与することが考えられます。また、ソー
シャルメディア上での影響力を加味したターゲッティング戦略による
SMCs の効率性向上は、市場トレンドに介入する際の戦略立案に関す
る指針を提供していると考えられます。将来的には、より大規模なデー
タを扱えるモデルへと拡張することで、ソーシャルメディア上のユーザー
プロファイリングの高度化が期待されます。
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図1 トピックによる社会的影響力の異質性

図2 SMCsシミュレーション実験におけるトピック増加率の比較

図1　トピックによる社会的影響力の異質性
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